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　第8回土岐高山城戦国合戦まつりが土岐津町の高山
公園で開催され、武者行列の行進や市内外の複数の団
体の演出による催し物「戦国絵巻」などが繰り広げら
れました。
　恒例となった土岐高山城戦国武将隊の演舞では、明
智光秀をテーマとした「桔梗」が初披露され、最後の
ポーズを決めると会場は拍手で湧きました。他にも長
篠・設楽原鉄砲隊による火縄銃の実演など、訪れた人
たちは、戦国時代へタイムスリップした気分で秋の一
日を楽しみました。

　土岐川流域の清掃をボランティアで行う“川と海の
クリーン大作戦”が中央橋周辺の土岐川河川敷で行わ
れ、多くのボランティアの方々が晴天の中、たばこの
吸い殻やペットボトルなどのごみ拾いに精を出しまし
た。
　参加者の一人は、「毎年参加している。今年回った
箇所はいつもよりゴミが少なかった。きれいになって
気持ちがいい」と笑顔を見せました。
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戦国時代へタイムスリップ

川と海のクリーン大作戦

　土岐市観光協会主催の「食べやあ五平餅」がテラス
ゲート土岐・まちゆいで行われました。
　この日は、土岐市・多治見市・恵那市・可児市・御
嵩町の4市1町から9店舗の出店があり、形は、わらじ
と団子、味は、みそ味やしょうゆ味、中には揚げたも
のもありました。
　自分のお気に入りの五平餅をたくさん買う人や、い
ろいろな五平餅を食べ比べる人で会場はにぎわいまし
た。

　毎年恒例の曽木公園もみじライトアップが、11月8
日（金）から17日（日）までの10日間、曽木町の曽木
公園で行われました。
　開催の前半は、もみじの色づきが浅く、心配されま
したが、日に日に紅葉が進み、後半は、紅葉がピーク
を迎えました。
　訪れた人たちは、300機以上の照明でライトアップ
されたもみじを見上げ、また、水面に映ったもみじを
見つめ、幻想的な光景を楽しみました。

いろんな五平餅を食べ比べ

逆さもみじにうっとり

小春日和に各地でにぎわい

　10月26日（土）・27日（日)には美濃焼伝統工芸品まつりと妻木
クラフト展が、11月2日（土）・3日（日・祝）には下石どえらぁえ
え陶器まつりが行われました。いずれの日も天候に恵またことも
あり、市内外から多くの人が訪れ、にぎわいました。
　各会場では、自分のお気に入りの品を探す人とおもてなしをす
るお店の人がやり取りする姿が多く見られました。
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29 「麒麟がくる」お土産品を披露

　土岐市大河ドラマ「麒麟がくる」活用推進協議会は、来年1月
から放送を開始するNHK大河ドラマ「麒麟がくる」にちなんだ
土産品を披露しました。
　12月1日（日）から、市内6施設で販売が開始されます。
取扱施設
◎テラスゲート土岐・まちゆい内「土岐たび案内所」
◎道の駅「志野・織部」　◎道の駅「どんぶり会館」
◎美濃焼伝統産業会館　　◎美濃陶磁歴史館
◎妻木公民館
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